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Webアプリケーションエンジニアを経

て、2022年1月freeeに入社。 

以降、「freee人事労務」プロダクトの

QAエンジニアを務める。 

趣味はプログラミングや温泉、料理、

美味しいものを食べること。 

村岡 里紗 
QAエンジニア 
Risa Muraoka 

プロフィール画像の 
トリミング方法 

Q.「freeeに入る前、開発時にアクセ

シビリティを意識していたか？」  

A.実は、意識していませんでした！  

#
#
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今日覚えて帰って欲しいこと  

● Webアプリケーションのアクセシビリティに今日初めて触れたという方ももし

かしたらいらっしゃるかもしれませんが、以下を覚えて帰っていただけたら嬉

しいです 
○ アクセシビリティチェックのツール（Voice Overなどの読み上げツール、OS

ごとの標準機能、axe DevToolsなど） 
○ アクセシビリティー・チェックガイドライン 
○ Vibesというデザインシステム 



「freeeがアクセシビリティに取り
組んでいるのはなぜか？」  



「freeeを全ての人に  
使ってもらいたいから」  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テストの際に「当たり前にやること」の一つ 

freeeにおけるアクセシビリティチェックの位置付け  

● アクセシビリティの全体観に関しては、入社直後に全社員に向けて「アクセシ

ビリティ研修」が行われている 
● freeeが公表している「アクセシビリティー・ガイドライン

（https://a11y-guidelines.freee.co.jp/ ） 」に基づいたチェックリストが存

在しており、そのチェックリストに沿って確認を行っていくことをアクセシビリ

ティチェック、またはアクセシビリティテストと呼んでいる（略称はa11y） 
 

https://a11y-guidelines.freee.co.jp/
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アクセシビリティ・チェックリスト（抜粋）  
https://a11y-guidelines.freee.co.jp/checks/checksheet.html 
 

https://a11y-guidelines.freee.co.jp/checks/checksheet.html
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テストの際に「当たり前にやること」の一つ 

freeeにおけるアクセシビリティチェックの位置付け  

● アクセシビリティチェックの実施を行うのは基本的にQAエンジニアが担当 
● このアクセシビリティチェックがテストの際に行うのが当たり前という位置付け

になっている 
● QAエンジニア以外のメンバーがこのアクセシビリティチェックを行うことは体

感少ないが、デザイナーはアクセシビリティを考えたデザインを行い、開発エ

ンジニアはfreeeのデザインシステムに則って開発を行うため、意識は持って

いる場合がほとんど 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アジャイル開発とシフトレフト 

freeeにおける開発フロー  

● freeeでは基本的にアジャイル開発のフローを採用している 
● プロジェクトや開発規模によって異なるが、概ね１チームあたり３〜５人程度

の開発エンジニア、１人のPdM（プロダクトマネージャー）、１人〜２人のQAエ
ンジニアがアサインされて開発を行っていく 

● QAエンジニアはシフトレフトで動くことが多く、プロジェクトの初期からアサイ

ンされ、要件定義や設計の段階から品質を高める活動をする 
○ この中にアクセシビリティの観点が含まれることも多い！  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アクセシビリティは基本的にはフロントエンドの話になるので、その設計と実装のタイミングでチェックも

行う 

アクセシビリティチェックを行うタイミング  

● QAエンジニアはシフトレフトで動くことが多い 
● 特にデザインが出来上がったタイミングでアクセシビリティ的な懸念がないか

チェックすることは多い 
● また、実際にアクセシビリティチェックを行えるのはシステム（主にフロントエン

ド）が出来上がったあとなので、その時にも必ずチェックを行う 

要件定義  設計  実装  テスト 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この段階で潰せるアクセシビリティ的な懸念も多い 

具体的なアクセシビリティチェック設計編  

● デザインの段階で懸念があるならば潰してしまう 
● デザインの段階で出やすいアクセシビリティの問題例 
○ チェックID：0431 
■ 画像に関する簡潔で過不足ない説明が付加されている。かつ詳細な説

明が必要な場合には、その説明が当該の画像の直前または直後に表

示されている、または関連付けられている。 
○ チェックID：0241 
■ リンク・テキストは「こちら」などになっておらず、リンク・テキストの文言か

ら遷移先をある程度推測できるようになっている。 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実際に読み上げてみないとわからないことも多い 

具体的なアクセシビリティチェック実装編  

● 実装の段階で出やすいアクセシビリティの問題例 
○ チェックID：0172 
■ フォーカスの移動時、文脈、レイアウト、操作手順に即した自然な順序

で、以下のコンポーネント間をフォーカスが移動する。 



13

実際に読み上げてみないとわからないことも多い 

具体的なアクセシビリティチェック実装編  

● 実装の段階で出やすいアクセシビリティの問題例（続き） 
○ チェックID：0922 
■ 日付、時刻、数値などは、ページやアプリケーションで利用されている自

然言語において自然な形で読み上げられる。 
■ 例：「2024-08-09」を「にせんにじゅうよねんはちがつここのか 」ではな

く、「にせんにじゅうよんはいふんぜろはちはいふんぜろきゅう 」と読み

上げることがある 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MacではVoice Over、WindowsではNVDAを使用する 

実際のアクセシビリティチェックのやり方実演（読み上げ）  

● MacではCommand⌘ + F5を同時に押すと、Macの読み上げツールである

Voice Overが起動する 
● このツールを用いることで画面上の読み上げを行える 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OSの設定画面を使用してテストを行うこともできる 

実際のアクセシビリティチェックのやり方実演（画面設定）  

Windows  Mac 

※freeeアクセシビリティー・ガイドラインからの引用 

1. 「設定」画面を開き、「アクセシビリティ」
（Windows 10では「簡単操作」）をクリッ
ク（Win + U）。 

2. 「カラーフィルター」をクリック。 
3. ウィンドウの右側にある「カラーフィル

ター」のスイッチをオンにして、その下に
あるドロップダウンをクリックして関連オプ
ションを表示。 

4. 「グレースケール」を選択。 

1. Appleメニュー ‣ システム設定の順に選
択 

2. サイドバーで「アクセシビリティ」を選択 
3. 右側で「ディスプレイ」をクリック 
4. 画面下方の「カラーフィルタ」のセクション

で、「カラーフィルタ」のスイッチをオンに
する 

5. 「フィルタタイプ」で「グレイスケール」を選
択 

例：グレースケールにする方法 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ブラウザ拡張のaxe DevToolsを用いて機械的なアクセシビリティチェックを行う 

実際のアクセシビリティチェックのやり方実演（ブラウザ拡張）  

● https://chromewebstore.google.com/detail/axe-devtools-web-accessib/lh
doppojpmngadmnindnejefpokejbdd

● 上記リンクからブラウザ拡張をインストールするとWebページを自動的にス

キャンしてアクセシビリティ的な問題を洗い出すことができる

https://chromewebstore.google.com/detail/axe-devtools-web-accessib/lhdoppojpmngadmnindnejefpokejbdd
https://chromewebstore.google.com/detail/axe-devtools-web-accessib/lhdoppojpmngadmnindnejefpokejbdd
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ブラウザ拡張のaxe DevToolsを用いて機械的なアクセシビリティチェックを行う 

実際のアクセシビリティチェックのやり方実演（ブラウザ拡張）  



ではここで… 

実際にアクセシビリティ
チェックしてみましょう！  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題材：JaSSTのサイト 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全部チェックしていたら時間がかかってしまうので、簡易にaxe DevToolにかけてみる 

JaSSTのサイトをアクセシビリティチェックしてみる①  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入力フォームは結構問題が発生しやすい 

JaSSTのサイトをアクセシビリティチェックしてみる②  



いかがでしたか？  
 少しイメージが湧いてきましたでしょうか。 
しかし、実際にアクセシビリティチェックを行う上
で不明点や困ることは少なくありません。 



いかがでしたか？  
 ここからは、実際にアクセシビリティチェックを行
う上で課題になることと、freeeで行っている対
策について話していきます。 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とにかく作業量が多い 

困ること①：時間がないときにアクセシビリティチェックがボトルネッ

クになる 

● 時間のない中で作業を行わなければならないことも多い 
○ 基本的に全ての画面に対して行わなければならない 
○ チェック項目が多い 
○ 実装が終わってからしかテストを行えない 
○ 開発の遅れなどの割を食う 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とにかく作業量が多い 

困ること①：時間がないときにアクセシビリティチェックがボトルネッ

クになる 

● 対策 
○ ある程度アクセシビリティチェックにかかる時間は予測できるため、あらか

じめ見積もりの中にアクセシビリティチェックを含めておいたうえでそれを考

慮したテスト期間にしておく 
○ テスト期間だけ人員を増員する 
○ といった対症療法が主になってしまう 



26

デザインシステムの部品を使っていればアクセシビリティ的な問題が起きない 

対策：仕組みとしてなんとかしている部分もある（ Vibes） 

● freeeではVibesというデザインシステムを使用している 
● このVibesにある画面の部品（コンポーネント）を使用していれば致命的なア

クセシビリティのエラーが発生しなくなる仕組みになっている 
● 基本的に、最近のfreeeにおける開発はこのVibesを使用している 
● Vibesは外部に公表されている（↓） 
● https://vibes.freee.co.jp/ 

https://vibes.freee.co.jp/
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人によって意識の違いがある 

困ること②：アクセシビリティチェックをすることを忘れる  

● 時間がない、小さなプロジェクトである、などの理由でアクセシビリティチェック

そのものを忘れてしまう場合がある 
● 対策 
○ freee人事労務プロダクトにおいては、必ず行わなければならないテストの

標準観点の中にアクセシビリティを含めている 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開発者、QAエンジニアの端末はMacが多い 

困ること③：Windowsのアクセシビリティチェック  

● freeeでは開発者、およびQAエンジニアの端末はMacであることが多いが、

アクセシビリティチェックの標準はWindowsのNVDAであるため、チェックが

できずに困ることがある 
● 対策 
○ リモートデスクトップでWindows端末に繋げるようにする 
○ 一部メンバーがWindows端末を持っているため、そのメンバーに作業をお

願いする 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リリースまで時間がない時にこれが起こると大変 

困ること④：チェックに引っかかるものが多すぎるときに対応しきれ

ない 

● アクセシビリティチェックで発生したエラーは通常のエラーと同様に扱われ、

一つ一つ直す必要があるためリリース直前にアクセシビリティチェックによる

エラーが出ると対応しきれない場合が多い 
● 対策 
○ 優先順位をつけて対応する 
■ アクセシビリティー・ガイドラインには重篤度が定義されているため、その

重篤度に則って対応を行っていく 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Slackのチャンネルで気軽に聞けるのがありがたい 

困ったときは聞く（ Slack編） 

● freeeではSlackを使用しているが、Slackのチャンネルの中に「アクセシビリ

ティについて質問ができる」専用のチャンネルが存在する 
● 何かアクセシビリティチェックにおいて不明な点があったり、判断に困った時

はいつでも質問することができる 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やはり当事者にしかわからないこともある 

困ったときは聞く（オフライン編）  

● Slackで聞く場合もあるが、実際の当事者に話を聞くこともできる 
● freeeでは実際に社内に視覚障がいがある方がいるので、何かあれば実際

にその方にプロダクトを触ってもらってFBをもらえる 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いつ指摘が来るかと戦々恐々としている 

チェックが甘いときは指摘してもらえる  

● アクセシビリティチェックを行った際に、その結果に対して辻レビュー（※社内

用語。辻斬り＋レビュー）が行われる場合がある 
● これは基調講演を行って下さった山本さんを始めとした専門のチームが定期

的に巡回しているのか、チェックが甘かったり、チェック内容に齟齬がある場

合は指摘が入る 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やはり「早め早めに動くこと」が大切 

QAとしてできること  

● QAあるあるとして「テストがボトルネックになってしまう」というのがある 
● このアクセシビリティもそのボトルネックにさらに負荷をかけるような内容では

ある 
● しかし、製品の品質に直結する内容でもある 
● なので、「早めに見積もりをする」「設計など開発の早い段階からアクセシビリ

ティチェックを行う」など、できる工夫をしてボトルネックを解消する必要がある 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freeeではアクセシビリティが「当たり前品質」。とはいえ・・・ 

まとめ 

● freeeではアクセシビリティチェックが当たり前に行われているが、様々課題

があり、その全てが解消できてはいない状態 
● ただし、それを全社で改善していく動きは存在している 



   ご清聴ありがとうございました！  


